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謹
賀

新
年

　

町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

　

町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
８
月
に
爆
発
的
に
発
生
し
、

染
者
が
８
月
に
爆
発
的
に
発
生
し
、
22
年
連
続

年
連
続

で
県
内
外
へ
の
移
動
自
粛
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

で
県
内
外
へ
の
移
動
自
粛
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
等
に
よ
り
、
観
光
、
宿
泊
、
飲
食
業
を
中

中
止
等
に
よ
り
、
観
光
、
宿
泊
、
飲
食
業
を
中

心
に
、
経
済
活
動
へ
大
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
そ

心
に
、
経
済
活
動
へ
大
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
そ

の
後
の
後
99
月
以
降
は
感
染
者
は
発
生
し
て
お
ら
ず

月
以
降
は
感
染
者
は
発
生
し
て
お
ら
ず

一
安
心
で
し
た
が
、

一
安
心
で
し
た
が
、
1212
月
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染

月
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染

者
が
国
内
外
で
発
生
し
て
お
り
、
引
き
続
き
感

者
が
国
内
外
で
発
生
し
て
お
り
、
引
き
続
き
感

染
予
防
対
策
が
必
要
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
が

染
予
防
対
策
が
必
要
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
が

見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
今
年
か
ら
は
「
第

　

さ
て
今
年
か
ら
は
「
第
22
地
下
ダ
ム
」
の
建

地
下
ダ
ム
」
の
建

設
工
事
が
昨
年
の
設
計
段
階
を
経
て
本
格
的
に

設
工
事
が
昨
年
の
設
計
段
階
を
経
て
本
格
的
に

始
ま
り
ま
す
。
第
２
地
下
ダ
ム
建
設
や
既
存
施

始
ま
り
ま
す
。
第
２
地
下
ダ
ム
建
設
や
既
存
施

設
の
改
修
工
事
を
令
和

設
の
改
修
工
事
を
令
和
1717
年
度
ま
で
着
手
す
る

年
度
ま
で
着
手
す
る

予
定
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
地
下
ダ
ム
の
水
が
さ
ら

予
定
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
地
下
ダ
ム
の
水
が
さ
ら

に
安
定
的
に
供
給
さ
れ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
畜
産

に
安
定
的
に
供
給
さ
れ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
畜
産

を
中
心
に
、
カ
ボ
チ
ャ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
白
ゴ

を
中
心
に
、
カ
ボ
チ
ャ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
白
ゴ

マ
、
マ
ン
ゴ
ー
等
の
高
収
益
作
物
を
組
み
合
わ
せ

マ
、
マ
ン
ゴ
ー
等
の
高
収
益
作
物
を
組
み
合
わ
せ

た
農
業
経
営
が
期
待
さ
れ
、
本
町
に
と
っ
て
希
望

た
農
業
経
営
が
期
待
さ
れ
、
本
町
に
と
っ
て
希
望

の
光
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

の
光
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
、
新
し
い
年
が
本
町
に
と
っ
て
、
皆
様

　

最
後
に
、
新
し
い
年
が
本
町
に
と
っ
て
、
皆
様

に
と
り
ま
し
て
も
実
り
あ
る

に
と
り
ま
し
て
も
実
り
あ
る
11
年
と
な
り
ま
す

年
と
な
り
ま
す

よ
う
願
い
ま
し
て
、新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

よ
う
願
い
ま
し
て
、新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

喜
界
町
議
会
議
長　

　
　
　
　
　
　

榮　

哲
治

～喜界島の明るい未来を願って～～喜界島の明るい未来を願って～
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町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
の
令
和
三
年
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
も
夏

場
に
感
染
が
拡
大
し
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育

も
制
限
や
制
約
な
ど
の
対
策
を
講
じ
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
御
理
解
と
御
協
力
に
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
毎
年
新
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
、
干
支
（
え
と
）
の
話
題
を
取
り
上
げ
て
い

ま
す
が
、
令
和
四
年
の
干
支
は
、「
壬
寅
（
み
ず

の
え
と
ら
）」
で
す
。
干
支
に
纏
わ
る
謂
わ
れ
は

諸
説
あ
り
ま
す
が
、
一
説
で
は
、「
壬
寅
」
に
は

「
厳
し
い
冬
を
越
え
て
、
芽
吹
き
始
め
、
新
た
な

成
長
の
礎
と
な
る
。」
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
令
和
四
年
を
展
望
す
る

と
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
厳

し
い
状
況
を
乗
り
越
え
て
、
新
た
な
成
長
に
向

け
た
礎
の
年
」
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
お
一
人
お
一
人
に
と
っ
て
、「
新

た
な
成
長
の
年
」
と
な
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

喜
界
町
教
育
長

　
　
　
　
　
　

久
保　

康
治

～「新たな成長の年」を願って～～「新たな成長の年」を願って～

～「～「子や孫の世代が住んでよかったと子や孫の世代が住んでよかったと
　　　　　　　　　　思える元気な島　　　　　　　　　　思える元気な島」実現へ」実現へ～～

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新

し
い
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
皆
様
の
ご
健
勝
を
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
町
政

の
各
般
に
わ
た
り
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
猛
威
を
振
る
い
、
様
々
な
方
面
で
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
軽
石
漂
流
漂
着
が
、
本
町
で
も
確
認

さ
れ
て
お
り
、
町
と
し
て
は
、
打
ち
上
げ
ら
れ

た
軽
石
は
撤
去
す
る
な
ど
対
策
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
も
国
や
県
、
各
方
面
の
協
力

を
賜
り
な
が
ら
、
こ
の
状
況
を
乗
り
越
え
る
べ

く
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
町
政
で
は
今
年
４
月
に
施
行

さ
れ
る
第
六
次
喜
界
町
総
合
振
興
計
画
の
実
現

の
た
め
に
、
本
町
に
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
十

分
に
把
握
し
、
状
況
に
応
じ
た
施
策
を
展
開
し

て
「
子
や
孫
の
世
代
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
元
気
な
島
」
の
実
現
を
目
指
し
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
し
い
年
が
平
穏
な
年
で
あ
り
、

皆
様
方
に
と
っ
て
も
健
康
な
１
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

喜
界
町
長

　
　
　
　
　
　

隈
崎　

悦
男

3　3　Kikai Public Relations 2022.1Kikai Public Relations 2022.1



保さん 竹下さん嘉村さん

令和４年 喜界町成人式

77人の門出を祝福

　

令
和
4
年
喜
界
町
成
人
式
が
１

月
２
日
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
中
で
、

２
年
振
り
に
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
式
に
先
立
ち
、
　

新
成
人

の
嘉
村
美み

さ
と里

さ
ん
（
囃
子
・
安
田

博
樹
さ
ん
）
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

と
し
て
島
唄
が
披
露
さ
れ
た
。

　

式
で
は
ま
ず
、
実
行
委
員
長
あ

い
さ
つ
と
し
て
竹
下
美み

さ
と郷

さ
ん
が
、

「
成
人
式
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

て
、
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
、
こ
の

よ
う
な
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
る
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

高
校
の
卒
業
式
や
大
学
等
の
入
学

式
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中

で
も
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
家
族

に
支
え
ら
れ
、
友
人
と
励
ま
し
合
っ

て
頑
張
っ
て
い
る
。
育
て
て
く
れ
た

家
族
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
親
孝
行

出
来
る
よ
う
頑
張
る
。」
と
話
し
た
。

　

次
に
隈
崎
町
長
が
「
我
が
国
の

将
来
を
担
う
み
な
さ
ん
が
心
身
と

も
に
す
こ
や
か
に
成
長
し
、
立
派

な
成
人
に
な
っ
た
こ
と
を
お
喜
び
申

し
上
げ
る
。
皆
さ
ん
が
大
き
な
夢

を
実
現
さ
せ
、
グ
ロ
ー
カ
ル
な
人
材

へ
と
成
長
し
喜
界
島
の
大
き
な
力

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
式

辞
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
久
保
教

育
長
が
祝
辞
で
「
昨
年
は
成
人
式

が
出
来
ず
に
残
念
だ
っ
た
が
、
今

回
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し

く
思
う
。
夢
を
か
な
え
よ
う
と
す

る
努
力
の
大
切
さ
を
忘
れ
ず
に
生

き
て
い
っ
て
欲
し
い
。
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
、
将
来
、
真
の
大
人
に
な
る

た
め
の
新
し
い
成
長
の
礎
と
な
る

年
に
な
る
こ
と
を
願
う
。」
と
エ
ー

ル
を
贈
っ
た
。

　

続
い
て
、
隈
崎
町
長
が
新
成
人

へ
記
念
品
を
贈
呈
。

　

そ
し
て
新
成
人
と
し
て
の
抱
負

と
し
て
保
萌ほ

う
せ
い生

さ
ん
が
「
自
分
は

以
前
は
喜
界
島
の
こ
と
が
あ
ま
り

好
き
で
は
無
か
っ
た
。
15
歳
の
と

き
に
た
っ
た
一
つ
の
過
ち
で
、
体
の

半
分
以
上
の
機
能
を
失
っ
て
自
己

否
定
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
ん

な
中
、
リ
ハ
ビ
リ
を
繰
り
返
し
て

家
族
の
愛
情
、
諦
め
る
こ
と
に
慣

れ
た
固
定
概
念
を
壊
す
友
人
と
の

友
情
。
失
っ
た
も
の
よ
り
も
、
大

切
に
し
た
い
も
の
が
増
え
て
、
自
己

否
定
か
ら
逃
れ
、
過
去
を
肯
定
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
で
は
み
ん

な
と
出
会
え
た
喜
界
島
を
心
か
ら

愛
し
て
い
る
。
新
成
人
と
し
て
の

抱
負
は
、〝
出
会
い
の
総
量
を
増
や

す
〝。
こ
れ
か
ら
も
腐
ら
ず
前
に
進

ん
で
大
切
に
し
た
い
と
思
え
る
人
に

出
会
い
、
そ
の
人
た
ち
の
幸
福
を

願
う
こ
と
が
、
自
分
の
過
去
や
ル
ー

ツ
、
世
界
そ
の
も
の
へ
の
肯
定
を
拡

張
し
て
い
く
の
だ
と
思
う
。
コ
ロ
ナ

禍
で
人
と
会
う
価
値
が
高
ま
っ
て

い
る
中
で
、
無
事
に
成
人
式
が
開

か
れ
、
大
切
に
思
え
る
み
ん
な
に

出
会
え
た
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し

い
。」
と
述
べ
た
。

　

最
後
は
新
成
人
の
栄
え
あ
る
前

途
を
祈
念
し
、
榮
町
議
会
議
長
に

よ
る
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
っ
た
。
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以下は 1 月 1 日行われた元旦駅伝での新成人



今年の抱負

ぼくの今年の抱負は、み

んなと仲良く、元気に学習

したり遊んだりすることで

す。

巖　巖　泰泰
だ い やだ い や

優優さんさん
（赤連）（赤連）

平成22年度生平成22年度生

新しい年 ! ! にむかって

　明けましておめでとうござい

ます。旧年中は色々な方にお世

話になり、支えて頂きました。

　つい最近成人式を終えたと

思っていましたが、気付けば

何回目？の年女。身体は正直

で年相応（笑）。今年は色んな

事にチャレンジするぞ。

　コロナが早くおちつきますよ

うに ! !幸田　幸田　和和
わ か こわ か こ

歌子歌子さんさん
（（湾）湾）

昭和49年度生昭和49年度生

これからの私達

　はっきりしない天気が続きます。コロナのせ

いで思うように旅行も出来ずただ毎日出来るこ

とをさがして動き回っています。

　おかげ様で 1 年はあっという間に過ぎてもう

正月。

　今年もマグミー体操やエアロビクス等に時間

をつぶして家事にいそしみたいと思っています。
岩下　岩下　永永

えいいちえいいち

一一さん・さん・晶晶
ま さ こま さ こ

子子さんさん（（坂嶺）坂嶺）

昭和13年度生昭和13年度生

2 巡目の人生。新たな挑戦

人生を一巡する大事な節目、
還暦を迎えます。これまで多
くの方達に支えられて来た事
に感謝です。
　還暦を機に、島に自生する

“野草、薬草”を再び勉強す
ることと、キャンバスに島の
風景を描きたい。
　心の内にしまっておいた“い
つかはしたいなあ”という思
いを一つずつ始めて行きたい。

叶　叶　啓啓
け い こけ い こ

子子さんさん
（上嘉鉄（上嘉鉄））

昭和37年度生昭和37年度生

人生 100 年時代
　　　　  健康第一に

　昭和 25 年に生まれ今年

で６回目の年男。これまで

健康に恵まれ充実した日々

を過ごしております。

　今日まで支えて頂いた多

くの皆様に感謝し、人々と

の繋がりを大事にしながら

何事にも前向きに頑張って

いきたいと思います。福原　福原　安安
やすなりやすなり

成成さんさん
（（荒木）荒木）

昭和25年度生昭和25年度生

年男 ・
　年女の抱負

令和 4 年度で

年男・年女を迎えられる方に

抱負を伺いました。

林　林　孝孝
たかゆきたかゆき

幸幸さんさん
（早町）（早町）

昭和61年度生昭和61年度生

家族一丸となって

３年前の町民体育祭では夫婦でずっこけましたが、

ママーズ愛（アイ）ラウンドキッチンクレープ移動販

売では、ずっこけないように夫婦仲良く ?? 家族一丸と

なって皆様のご期待に添えるよう精進してまいります! !

　皆様のご来店心よりお待ちいたしております
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Topics i n KIKAIJIMA

気持ちも園舎も新たに♪

　ひまわり第一保育園新園舎落成式

ひまわり第一保育園の新園舎落成式が 12 月22 日、新

園舎で行われ、保育園を運営する社会福祉法人秀心会

の越澤靖久理事長や隈崎町長ら関係者が出席し挙行された。

　当日は正面玄関前においてテープカットがなされ、その後落

成式が行われた。

　式では越澤理事長が「現園舎の老朽化等により、環境整

備が喫緊の課題だったため本当に喜ばしい。関係する皆様に

感謝申し上げる。」と挨拶。その後隈崎町長が祝辞を述べた。

　そして閉式の辞として、保育園の久保一也園長が「子どもや

保護者にとっては、何よりも安心安全、快適で癒やしの空間を、

職員にとっては働きやすい空間をコンセプトとした園舎が完成

できたことは関係する皆様の協力によるもの。職員一同さらな

る保育の質の向上に励む」と締めくくった（1月11日から開園）。

ゆっくり休んで狂言はいかがでしょうか？

　河田全休ふるさと狂言ツアー喜界島公演　河田全休ふるさと狂言ツアー喜界島公演

狂言の出演や制作を行うオフィス KAJA（京都）代表の河

田全
3

休
3

さん、山口連休
3 3

さん、由谷鈍行
3 3

さんによる「河田

全休ふるさと狂言ツアー 2021ファイナル喜界島公演」が 12

月19 日、自然休養村管理センターで行われた。

　これは AFF（ARTS for the future）という文化庁の新しい

文化芸術活動を盛り上げ、次世代につながる取組を行うための支

援を目的とした事業を活用したもの。金沢（石川）や鯖江（福井）、

隠岐（島根）などを巡るツアーの最終公演として本町で開催された。

　全休さんは平成 28 年から喜界島言語文化保存会が行って

いた「わらび・しまゆみた狂言」において狂言の指導を行って

いた方で、そのつながりにより今回の公演が実現。

　当日は狂言語「俊寛」から始まり、狂言「附
ぶ す

子」、喜界島の

民話「ひなた山」に方言を取り入れた創作狂言が披露され、会

場は歓声と拍手に包まれた。

「附子」　連休さん　鈍行さん 全休さん“はまちぶっきじゃ”

未来のＪＡＰＡＮが出てくるかも !?

　柳本晶一さんによるバレー教室

元全日本女子バレーボール監督の柳本晶一さんをお迎

えした「喜界サンライズジュニアバレーボールクラブ

バレー教室」が 12 月 22 日、喜界中体育館で行われ、バレー

ボールに励む小中学生約 30 名が参加した。

　内容は、視野を広くするためのメニューや反射神経を養

う練習、ボールを受ける際に ､“ボールの勢いに流され下が

るのではなく、前に向かっていくような意識”を心がけての

レシーブ練習などがなされた。

　児童生徒らだけでなく指導者

や保護者にとっても、競技力向

上のための新たな発見や、再認

識することができた有意義なも

のとなった。
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背丈の倍近いほどのサトウキビ !?

　奥豊和さんの畑で大量収穫

搬入量７万５千㌧と無事故を祈念いたしまして

　生和糖業　きび原料輸送出発式実施

和牛改良組合員を対象とした研修会が 11 月 30 日、佐

手久の組合員牛舎で開催された。

　この研修会は、JA 鹿児島県経済連と JA 鹿児島きもつき

の協力のもと、令和 4 年度に開催される第 12 回全国和牛

能力共進会（和牛の見た目や品質などを競う全国大会）の

意識醸成を図ることを目的としたもの。

　講師としてお呼びした JA 鹿児島きもつき畜産部次長兼畜

産課長の牧口氏は「繁殖農家であることを意識し、良い血

統にこだわることも大切だが、生産性の向上をより目指して

ほしい。そして、牛の体をしっかり育てあげ、セリ市前には

牛の毛を整えるなど商品性を高め、購買者が買いたいと思

える牛を多く出荷できるように頑張って欲しい」と話した。

品質がより高くなることを願いまして

　和牛改良組合員を対象に研修会開催　和牛改良組合員を対象に研修会開催

生和糖業㈱で 12 月 12 日、きび原料輸送出発式が

行われた。年内操業は７期連続で、今年は台風に

よる被害がなかったため、搬入量は 75,000 ㌧を見込ん

でいる（前年の搬入量は 64,000 ㌧）。

　出発式には金江茂副町長、あまみ農業協同組合喜界事

業本部の源久幸一統括理事ら関係機関の代表者が出席。

　挨拶の後、安全運転無事故宣言として喜界運送の納谷

勇一郎さんが、「安全運転を徹底し、生産者が作った大

切なサトウキビを安全に運搬する」と宣誓し、その後、

代表者らでテープカットを行った。

　操業する期間は、年末年始を除く３月 27 日までの

107 日間を予定している。

グ－ペホームページコンテスト 2021

　宮本商店が最優秀賞受賞 !!

県内の各市町村から 28 社が参加した、鹿児島県商工

会連合会主催グーペホームページコンテストにおい

て、喜界町商工会の「宮本商店」の新ホームページが最優

秀賞を受賞した。

　Goope（グーペ）とは東証一部上場企業のＧＭＯぺパボ

㈱が提供するサービスで、商工会会員なら永年無料で利用

できるもの。

　受賞した宮本商店代表の宮本一徹さんは「コーポレート

サイトなのでデザイン性よりも“操作性”や“コンテンツ”、

“写真”などに重点をおいて作成し、それを審査員の方々が

評価してくれたのが、とても嬉しい。また、今年 1 月１日

から“宮本商店”を“宜（yoroshi）”と事業所名を変更し

たので、気持ちを新たにして事業をしていきたい」と話した。

HP のトップ画面“宜（yoroshi）”くお願いします

奥豊和さんの白水にあるほ場において、梢
しょうとうぶ

頭部を除

いても平均で長さ３ｍ、重さが 3kg を超える夏植

えのサトウキビが収穫された。

　奥さんは、①植付前に土を天地返しする②適期の 8

月に深く植え付ける③うね幅を 140cm とる、といった

こだわりを持って栽培にあたっている。

　この栽培方法について、県の喜界事務所農業普及係田

中技術主幹は「サトウキビの生産性向上を図る上で、お

手本となるような取り

組み。ぜひ他の方も参

考にしていただきた

い」と話す。

　また奥さんは「うね

幅を広くしたのは優良

農家を参考にした。長

くて重いため肩や腰が

痛くなるが、収量が楽

しみ。嬉しい悲鳴。」と

話した。

まいまい（大きく）育ったキビと奥さん 講師の牧口氏
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与論の急坂駆け抜けました !!

第62 回日本復帰記念大島地区駅伝競走大会が 12 月

5 日、与論町で開催され、喜界町男子は 3 位、女

子は 6 位と健闘した（男子Ｂチームはオープン参加）。

　結果は男子優勝は奄美市、２位伊仙町に続いて喜界町

が３位となり、女子は龍郷町が１２年ぶりに優勝した。

　本町からの出場者は以下のとおりで、右の数字は区間

順位（4 位まで記載）。

　日本復帰記念駅伝競走大会で健闘

　女子監督　　朝日　浩之

１区（3.7km）　黒田　杏菜（高２）

２区（3.0km）　都　　瞭
あ き な

菜（中２）

３区（3.0km）　富崎　真理（一般）

４区（3.0km）　乾　　明日香（一般）

５区（3.7km）　富田　みやび（中２）

控え　　　　　中督　美
め い か

華（中２）

　男子監督　　古沼　寛之

１区（4.3km）　孝志　煌
こ う た

太（中２）③

２区（6.7km）　川畑　慎作（一般）

３区（6.2km）　濵川　輝
こ う た

太（高１）③

４区（8.1km）　久　　宝
たかまさ

真（大学生）

５区（8.1km）　前島　将太（一般）

男子Ｂチーム

１区 孝志　瑛
え い た

太（中２）④

２区 柳　聖
しょうや

也（中３）

３区 住岡　詠
えいしん

心（高２）④

４区 岩井　大樹（一般）

５区 生島　常智（一般）

控え 登山　 幸一（一般）

孝志瑛太さん　　煌太さん　 　一般区間で頑張った柳さん

１区黒田さんから２区都さんへ　　　5 区富田さん

濵川さん

喜界中、ソフトテニス強いってよ

　奄美市中学校新人大会で入賞多数

奄美市運動公園で 11 月 20・21 日に行われた中学

校新人大会において、喜界中ソフトテニス部が優

勝、3 位以内入賞者多数の結果をおさめた。

　団体戦（女子）優勝・喜界中 A、2位・喜界中 B

　個人戦（女子）１年優勝　尾﨑葵
あおい

・巖心
こ あ

愛ペア

　　　　　　　 〃  ２位　牧岡芽
め い あ

歩・美島安
あ ん じ

滋ペア

　　　〃　　　２年２位　西田そよ花
か

・吉川羽
わ か

香ペア　

　　　　　　　 〃  ３位　野間香
か す み

澄・廣千
せんじゅ

寿ペア

　個人戦（男子）１年優勝　巖泰
ひ ろ の す け

乃介・福山時
と き と

人ペア

※ 女子団体戦決勝戦のみ天候の都合により 11 月 28 日

に、本町テニスコートにおいて実施。

　野間さん　  　廣さん　　　吉川さん　西田さん

　 尾﨑さん　　巖さん　　　　美島さん　　牧岡さん

　　写真は全て保護者提供

　福山さん　　　巖さん　　  　喜界中男子団体 4 位
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九州電力配電から感電事故防止のお願い

凧揚げの季節になりましたが、感電事故防止のため、電

線付近で凧揚げを行ったり、電柱や鉄塔に昇ったりしない

よう、お願いします。

　なお、万一凧が電線等にかかった場合は、自分で取ろう

とせず、お近くの九州電力送配電までご連絡いただきます

よう、お願いします。

問い合わせ先

　九州電力送配電株式会社　奄美配電事業所

　☎ 0120 － 986 － 808

連
載
「
ジ
オ
と
喜
界
島
」

第
６
回
「
ジ
オ
と
在
来
種
の
作
物
と
農
業
」

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所　

鈴
木
潮
音

　

今
回
は
、
喜
界
島
の
大
地
（
ジ
オ
）
な
ら
で
は

の
在
来
種
（
昔
か
ら
栽
培
さ
れ
て
き
た
品
種
）
の

作
物
と
農
業
つ
い
て
、
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
の

輝
政
和
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

輝
：
喜
界
島
の
農
業
の
一
番
の
特
徴
は
、
島
の
土

で
す
。
海
の
中
で
生
き
物
た
ち
が
造
っ
た
サ
ン
ゴ

礁
が
、
海
の
上
に
出
て
き
て
、
喜
界
島
は
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
陸
に
上
が
っ
た
サ
ン
ゴ
礁
は
長
い

時
間
を
か
け
て
細
か
く
な
り
、土
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
表
面
の
土
の
下
は
サ
ン
ゴ
の
化
石
が
積
み
重

な
っ
て
で
き
た
地
層
な
の
で
水
は
け
が
良
く
、
水

が
す
い
す
い
地
下
に
行
き
ま
す
。
そ
の
地
下
に
溜

ま
っ
た
水
（
地
下
ダ
ム
か
ん
が
い
用
水
）
を
使
う

こ
と
で
、
農
作
物
を
安
定
し
て
収
穫
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
喜
界
島
は
他
の
島
々
と
違
い
、
喜
界
島

だ
け
に
見
ら
れ
る
在
来
種
の
作
物
が
と
て
も
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
喜
界
島
は
数
種
類

の
在
来
か
ん
き
つ
（
み
か
ん
）
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
喜
界
島
だ
け
に
見
ら
れ
る
種
類

で
す
。
喜
界
島
の
在
来
か
ん
き
つ
は
江
戸
時
代
か

ら
す
で
に
あ
っ
て
、
い
つ
頃
喜
界
島
に
入
っ
て
き

た
の
か
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。在
来
か
ん
き
つ
は
、

実
を
つ
け
て
種
が
落
ち
て
、「
ど
ぅ
ー
め
ー
り
（
自

分
で
生
え
る)

」
で
増
え
て
い
き
ま
す
。
ま
る
で

雑
草
や
雑
木
み
た
い
で
す
ね
。
そ
う
し
て
喜
界

島
の
環
境
に
適
応
し
、
残
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

（
現
在
は
、
つ
ぎ
木
（
根
を
も
っ
て
い
る
台
木
に
、

育
て
た
い
み
か
ん
の
枝
を
つ
な
ぐ
方
法
）
で
増
や

し
ま
す
。）

　

一
方
で
、
現
在
の
日
本
国
内
に
流
通
す
る
主

な
か
ん
き
つ
類
は
人
が
品
種
改
良
を
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
か
ら
取
れ
た
種
が
、
元
々
あ
っ
た
実
と

全
く
同
じ
形
や
特
徴
を
受
け
継
ぐ
か
と
言
う
と
、

ほ
ぼ
無
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
喜
界
島
の
白
ゴ

マ
も
在
来
種
で
、
在
来
そ
ら
豆
（
ト
ー
マ
ミ
ー
）

と
同
じ
く
江
戸
時
代
に
は
栽
培
さ
れ
、
当
時
の
島

民
の
重
要
な
食
料
で
し
た
、
こ
れ
ら
は
、
水
は
け

の
い
い
土
や
喜
界
島
の
気
候
に
適
応
し
て
い
る
た

め
よ
く
育
ち
ま
す
。
ま
た
、
昔
か
ら
ゴ
マ
や
そ
ら

豆
の
種
ま
き
用
の
種
は
、
収
穫
し
た
も
の
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
自
家
採
種
と
い
い
ま
す
。

長
い
年
月
を
経
て
自
家
採
種
を
繰
り
返
し
て
い
る

た
め
、
病
害
に
強
い
喜
界
島
の
気
候
に
適
応
し
た

種
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
喜
界
島
に
は
、島
の
大
地
（
ジ
オ
）

に
適
応
し
、
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
在
来
種
の
作

物
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
こ
の
在
来
種

の
作
物
を
活
か
し
た
農
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
地

域
喜
界
島
の
多
様
な
産
業
（
製
造
業
・
観
光
業
等
）

に
も
活
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
後
の
世
代
へ
繋

ぎ
守
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
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喜界島サンゴ礁喜界島サンゴ礁
　　　　科学研究所　　　　科学研究所

サンゴ通信
№ 44№ 44

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
日
本
サ
ン
ゴ
礁
学

会
第
24
回
大
会
に
て
授
賞
式
が
あ
り
、
弊
所
所
長

の
山
崎
敦
子
が
川
口
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

川
口
奨
励
賞
は
、
サ
ン
ゴ
と
褐

か
っ
ち
ゅ
う
そ
う

虫
藻
の
共
生
を

初
め
て
世
界
に
公
表
し
た
、
故
・
川
口
四
郎
先

生
の
寄
付
金
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
賞
で
、
サ
ン

ゴ
礁
の
調
査
研
究
に
関
し
て
優
秀
な
業
績
を
挙

げ
、
今
後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
若
手
研
究
者
に

授
与
さ
れ
ま
す
。

■
研
究
題
目

　

造
礁
サ
ン
ゴ
骨
格
の
地
球
科
学
指
標
を
用
い
た

栄
養
塩
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
解
明

■
山
崎
敦
子　

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

私
は
地
質
時
代
を
通
し
て
、
こ
の
美
し
い
サ
ン

所
長
の
山
崎
敦
子
が

２
０
２
１
年
度
日
本
サ
ン
ゴ
礁
学
会

  　　
　
　

川
口
奨
励
賞
を
受
賞

ゴ
礁
が
形
成
さ
れ
て
き
た
環
境
と
は
ど
ん
な
も
の

か
を
知
り
た
い
と
思
い
、
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
目
に
見
え
な
い
サ
ン
ゴ
礁
の
、
栄
養
塩
の

供
給
源
と
そ
の
変
化
に
興
味
を
持
ち
、
サ
ン
ゴ
骨

格
の
地
球
化
学
指
標
の
開
発
と
そ
の
応
用
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
サ
ン
ゴ
礁
を
通
し
て
出

会
う
多
様
な
分
野
の
研
究
者
、
住
人
、
そ
し
て
私

と
同
じ
よ
う
に
サ
ン
ゴ
礁
の
不
思
議
に
魅
了
さ
れ

る
次
世
代
の
人
と
一
緒
に
研
究
が
で
き
る
拠
点
が

欲
し
い
と
思
い
、
研
究
所
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

島
の
サ
ン
ゴ
礁
は
新
た
な
問
い
を
い
つ
も
投
げ

か
け
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
島
で
は
サ
ン
ゴ
礁
を

取
り
巻
く
人
と
、
社
会
シ
ス
テ
ム
に
も
視
野
が
広

が
り
ま
し
た
。
サ
ン
ゴ
礁
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
新
た

な
学
問
を
生
み
出
せ
る
よ
う
、
今
後
も
邁
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

育
て
て
い
た
だ
い
た
渡
邊
剛
先
生
と
共
に
研

究
・
活
動
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

喜
界
島
　

サ
ン
ゴ
礁

　
　
　
　
　

文
化
ツ
ア
ー
　

実
施

　

２
０
２
１
年
12
月
7
～
12
日
の
6
日
間
、
喜
界

島
の
阿
伝
集
落
と
荒
木
集
落
で
サ
ン
ゴ
礁
文
化

を
学
ぶ
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

弊
所
が
主
催
し
た
6
日
間
の
ツ
ア
ー
、
奄
美

群
島
な
ど
島
外
か
ら
観
光
関
係
者
を
お
呼
び
し

て
集
落
歩
き
や
様
々
な
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

美
し
い
サ
ン
ゴ
の
石
垣
や
灯
ろ
う
、
石
切
り
場

な
ど
が
残
る
阿
伝
集
落
と
荒
木
集
落
で
は
、
サ

ン
ゴ
の
島
と
人
々
の
生
活
の
繋
が
り
を
よ
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。
サ
ン
ゴ
礁
文
化
と
は
、
サ
ン
ゴ
を
石

材
と
し
て
使
っ
た
り
、
作
物
の
栽
培
に
湧
き
水
の

利
用
や
島
の
土
壌
を
活
か
し
た
り
と
、
サ
ン
ゴ
の

島
で
の
人
々
の
暮
ら
し
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
で
は
集
落
を
歩
い
て
サ
ン
ゴ
礁
文
化

を
見
て
ま
わ
る
ほ
か
に
、
集
落
の
方
々
に
も
ご
協

力
い
た
だ
い
て
海
岸
で
の
塩
づ
く
り
な
ど
、
一
昔

前
の
お
話
も
伺
い
ま
し
た
。

　

阿
伝
で
は
サ
ン
ゴ
の
石
垣
修
復
体
験
を
実
施

し
、
石
積
み
の
技
術
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た

が
、
楽
し
く
て
積
む
石
が
足
り
な
い
く
ら
い
で
し

た
。
荒
木
の
方
で
は
島
料
理
体
験
や
三
味
線
な

ど
の
島
の
生
活
に
着
目
し
、
中
で
も
パ
パ
イ
ヤ
の

漬
物
作
り
体
験
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
嬉
し
そ
う
に
お
土
産
に
持
っ
て
帰
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
大
成
功
に
終
わ
っ
た
サ
ン
ゴ
礁
文

化
ツ
ア
ー
。印
象
的
だ
っ
た
の
は
、「
喜
界
島
に
は
、

降
り
立
っ
た
瞬
間
優
し
い
空
気
の
粒
が
漂
っ
て
い

る
よ
う
」
と
い
う
参
加
者
の
言
葉
で
し
た
。

　

そ
れ
も
サ
ン
ゴ
の
島
の
恵
み
で
し
ょ
う
か
。
サ

ン
ゴ
研
で
は
今
後
、
様
々
な
サ
ン
ゴ
礁
文
化
の
魅

力
を
探
し
て
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
島
の
魅
力
も
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
責
：
椛
島
賢
斗
）
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☎

３ 歳 児 健 診 で 虫 歯 ゼ ロ だ っ た よ ! !３ 歳 児 健 診 で 虫 歯 ゼ ロ だ っ た よ ! !

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

明
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、「
今
年
こ
そ

は
！
」
と
色
々
な
誓
い
を
胸
に
秘
め

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
、
一
緒
に

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
！

　

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
下
で
の
年
越
し
と
な
り

ま
し
た
。
思
う
よ
う
に
帰
省
で
き
な

か
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
年
老
い
た
親
と
遠
く
離

れ
て
暮
ら
し
て
い
る
と
、
す
ぐ
に
様

子
を
見
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
心
配
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
時
頼
り
に
な
る
の

は
、
実
家
の
ご
近
所
さ
ん
、
民
生
委

員
さ
ん
、
区
長
さ
ん
で
す
。

　

新
年
の
ご
挨
拶
と
と
も
に
、「
何

か
の
と
き
に
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。」
と
お
声
か
け
を
し
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。
離
れ
て
暮
ら
す
ご

家
族
の
最
近
の
様
子
が
聞
け
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

愛　真
ま な か

花ちゃん 賀　藍
あ い の す け

之介くん 佐藤　大
お と

敏くん 山倉　大
は る と

和くん

松本　響
か り ん

良音ちゃん 福島　志
し お ん

恩くん 野間　史
ふ み や

也くん 榮　綾
りょうま

真くん

「
持
ち
込
ま
な
い
」

　

調
理
場
に
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま

な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
丁
寧
な
手

洗
い
や
日
々
の
健
康
管
理
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

「
つ
け
な
い
」

　

食
品
や
食
器
、
調
理
器
具
な
ど
に

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
付
け
な
い
よ
う
に

調
理
な
ど
の
作
業
を
す
る
前
に
「
手

洗
い
」
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

「
や
っ
つ
け
る
」

　

食
品
に
付
着
し
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

を
死
滅
さ
せ
る
た
め
に
は
中
心
温
度

85
度
以
上
で
90
秒
以
上
の
加
熱
が
必

要
で
す
。

　

調
理
器
具
は
洗
剤
な
ど
で
洗
浄

後
、
熱
湯
（
85
度
以
上
）
１
分
以
上

の
加
熱
ま
た
は
家
庭
用
漂
白
剤
な
ど

で
消
毒
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
拡
げ
な
い
」

　

身
近
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し

た
と
き
は
感
染
を
拡
げ
な
い
た
め
に

薄
め
た
家
庭
用
漂
白
剤
な
ど
で
環
境

を
消
毒
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
性
胃

腸
炎
や
食
中
毒
は

特
に
冬
季
に
流
行

し
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
手
指
や

食
品
な
ど
を
介
し
て
感
染
し
嘔
吐
、

下
痢
、
腹
痛
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は
ワ
ク
チ
ン
が

な
く
、
ま
た
治
療
は
輸
液
な
ど
の
対

症
療
法
に
限
ら
れ
ま
す
。
特
に
乳
幼

児
と
高
齢
者
は
体
力
を
消
耗
し
や
す

い
た
め
水
分
と
栄
養
の
補
給
を
十
分

に
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。　
　

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
防
ぐ
効
果

的
な
予
防
方
法
は「
持
ち
込
ま
な
い
」

「
つ
け
な
い
」「
や
っ
つ
け
る
」「
拡

げ
な
い
」
で
す
。
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タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　

リ
モ
ー
ト
授
業

　

喜
界
町
の
小･

中
学
校
に
は
、
全
児
童
生

徒
分
の
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
今
年

度
か
ら
整
備
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
各

小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
先
生
方
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た
授
業
の
在
り
方
の
研
修

会
や
実
際
の
授
業
に
お
い
て
使
用
す
る
こ
と
で

効
果
的
な
活
用
方
法
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。

12
月
11
日
（
土
）、
早
町
小
学
校
に
お
い
て
、

１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
リ

モ
ー
ト
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
６
年
生
の
児
童

の
自
宅
と
学
校
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
で
社

会
科
の
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
６
年
生
児

童
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
に
と
て
も
慣
れ
て
お

り
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
授
業
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

リ
モ
ー
ト
授
業
後
、
子
ど
も
達
か
ら
は
、

普
段
の
授
業
と
は
違
い
、
楽
し
か
っ
た
と
い
う

感
想
が
聞
か
れ
た
一
方
、
担
任
は
、
ノ
ー
ト
と

デ
ジ
タ
ル
教
材
の
バ
ラ
ン
ス
を
今
後
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
い
っ
た
課
題
も
明
ら
か
と
な
り
ま

し
た
。

や
る
気
塾
で
火
起
こ
し
体
験

12
月
18
日
（
土
）、
喜
界
町
中
央
公
民
館
に

て
町
内
の
小
学
生
23
名
が
参
加
し
て
「
や
る
気

塾
・
火
起
こ
し
体
験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
火
起
こ
し
体
験
で
は
、
喜
界
町
埋
蔵

文
化
セ
ン
タ
ー
の
松
原
さ
ん
か
ら
、
火
の
起
こ

し
方
や
火
を
起
こ
し
た
後
の
火
の
取
扱
い
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

子
ど
も
達
は
、
３
人
～
４
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
火
起
こ
し
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
案
外
簡
単
に
火
が
つ
く
と

思
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
が
、
思
い
の
ほ
か
火

を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
い
ま
し
た
。
一
番
早
く
火
が
起
こ
っ
た

グ
ル
ー
プ
で
35
分
、
時
間
が
か
か
っ
た
と
こ
ろ

は
、
約
１
時
間
要
し
ま
し
た
が
、
無
事
、
全
て

の
班
で
火
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

体
験
後
、
子
ど
も
達
か
ら
、「
大
昔
と
比
べ

「
き
か
い
学
校
応
援
団
」に
つ
い
て

　

「
き
か
い
学
校
応
援
団
」
は
、学
校
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
学
校
運
営
を

支
援
す
る
組
織
で
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を

守
り
育
て
る
環
境
作
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

学
校
応
援
団
に
登
録
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
は
、
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
の
授
業
や
部
活
動
の
支
援
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
11
月
に
喜
界
小
学
校
に
お
い

て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ざ
ぐ
る
ま
の
作
成
、
12

月
に
早
町
小
学
校
に
お
い
て
昔
の
遊
び
の
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
島
ゆ
み

た
の
学
習
や
郷
土
料
理
作
り
等
、
様
々
な
支

援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

て
、
今
は
、
と
て
も
便
利
に
な
っ
た
と
思
う
。」

「
あ
き
ら
め
ず
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
。」
と
い
っ

た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
は
、
学
校
の
授
業
だ
け
で

は
得
る
こ
と
の
出
来
な
い
様
々
な
学
習
・
体

験
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
地

域
ぐ
る
み
で
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
志
の
あ

る
個
人
・
団
体
・
企
業
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
チ
ー
ム
（
中
央
公
民
館
・
☎
６
５
ー

０
２
２
９
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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町からのおしらせ
されて受給できます。

● 老齢基礎年金の受給資格を満たしていない方（納付 ･

免除 ･ 合算対象期間の合計が 10 年以上）

　最長 70 歳になるまで任意加入をした上で保険料を納

めることにより、受給権を確保することができます。（た

だし、65 歳以降の任意加入は昭和 40 年 4 月 1 日以前

に生まれた方）

●海外に在住する日本国籍を持つ方

　日本に住所を有しなくなった時は、強制加入被保険者

ではなくなりますが、任意加入をして保険料を納めるこ

とにより、保険料納付済み期間に応じた老齢基礎年金を

受け取ることができます。

※ 任意加入をしない場合の海外居住期間は、合算対象期

間になります。（年金額には反映されないが受給資格

期間として計算される）

●問い合わせ

　保健福祉国民年金係　☎ 65 － 3685

　奄美大島年金事務所　☎ 52 － 4341

　オンライン通信アプリ（Zoom）を使用して、職業相

談・職業紹介を提供するサポートを開始しました。ハロー

ワークへの来所が不要、待ち時間なしでご自宅からパソ

コン、スマートフォン等を通じて、窓口に来て相談する

のと同様のサポートをいたします。（オンライン相談は

事前予約要）

　詳細は下記の「オンライン職業相談」の２次元コード

から、ご確認いただくかハローワーク名瀬までお問い合

わせください。

　オンラインでの職業相談は、事前に求職登録が必要で

す。概ね過去２年以内にハローワークを利用された方は、

改めての求職登録が不要な場合がありますので、ハロー

ワーク名瀬にご確認ください。

　また、求職登録をされたことがない方は、ハローワー

クインターネットサービスから、お手持ちのスマート

フォンやパソコンにてインターネット上で登録すること

も可能となっております。下記の「ハローワークインター

ネットサービス」の２次元コードから手続きができます。

【問い合わせ先】

　〒 894 ー 0036　奄美市名瀬長浜町１ー１

　ハローワーク名瀬（名瀬公共職業安定所）

　☎ 0997 ー 52 ー 4611

　廃車・名義変更について

　あなたが所有（登録）されている、軽自動車・原付・

軽二輪・小型二輪・小型特殊の廃車および名義変更はお

済みですか？

　軽自動車税は、毎年４月１日現在で車両を所有（登録）

されている方に課税されます。長年使用していない車両

であっても、標識（ナンバー）が交付されていれば課税

の対象となります。

　車両を廃車したり、他人に譲渡した場合には廃車や名

義変更の手続きが必要です。手続きがお済みでない車両

については、使用されていない場合でも課税されてしま

いますので、廃車や名義変更の処理が３月末までに完了

するようお早めにお手続きをお済ませ下さい。

　また、所有する車両の種類によっては、お手続きを行

える事業所が異なりますのでご注意ください。

　障がい者減免申請のための事前準備

　身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳・

戦傷病者手帳をお持ちの方が所有される軽自動車で一定

の要件を満たすものについて、軽自動車税の障がい減免

を受けることができます。

4 月 1 日現在で、障がいをお持ちの方の名義に変更

されている事が要件に含まれます。名義変更がお済みで

ない方は 3 月末までに処理が完了するようお早めにお

手続き願います。

　また、身体障害者で 18 歳未満の方及び精神障害・知

的障害者を常時介護されている生計同一者も対象になり

ますが、施設入所者は対象外です。

　詳しくは町民税務課へお問い合わせ下さい。

［お問い合わせ］

　町民税務課軽自動車税係　☎ 65 － 3686

●老齢基礎年金の受給額を増やしたい方

　60 歳～ 65 歳になるまで任意加入をした上で保険料

を納めることにより、満額（40 年）受給に近づけるこ

とができます。（厚生年金や共済組合に加入しておらず

老齢基礎年金の繰上げ受給をしていないとき）

※ 月々の定額保険料に付加保険料（月額 400 円）をプ

ラスして納めると、老齢基礎年金に付加年金が上乗せ

町民税務課からのおしらせ　
「軽自動車税に関するお知らせ」について

保健福祉課からのおしらせ　
「国民年金の任意加入制度」について

ハローワーク名瀬からのおしらせ
オンラインによる職業相談のご案内について

オンライン職業相談
（鹿児島労働局 HP）

ハローワーク
インターネットサービス
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のぞみ幼稚園発表会 （12/5）

あ ゆ み 幼 稚 園
発　　表　　会
12/8　年少
12/9　年中
12/10 年長
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有料広告

①介護職員 /正 : 月給 15 万円

～ 21.6 万円

〒892-6201　鹿児島県大島郡喜界町赤連 69 番

①介護職員 /正社員 : 月給 152,000 円～ 251,100 円　パート : 時給 851 円～ 870 円

※別途夜勤手当 5,000 円 /1 回

②調理員 /契約社員 : 月給 141,212 円　パート : 時給 821 円～ 900 円　　　

③施設長補佐 /正社員 : 月給 231,000 円～ 248,000 円

業績による昇給・賞与 /資格取得支援制度 /

合同研修など教育充実 /キャリアパス制度 /

退職金制度 /特定処遇改善加算 /制服貸与

正社員・パート募集

①A. 7:00~16:00 　B.10:00~19:00

　C.13:00~22:00    D.22:00~7:00

②A. 6:00~15:00 　B.8:00~17:00

　C.10:30~19:30 

③8:30 ～ 17:30

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う国民健康保険税、

介護保険料、後期高齢者医療保険料の減免について

■ 新型コロナウイルス感染症の影響により、次の要件を満たす世帯は、国民健康
保険税及び介護保険料、後期高齢者医療保険料が減免される場合があります。

①新型コロナウイルス感染症により、世帯主が重篤な傷病を負った世帯
　②新型コロナウイルス感染症により、世帯主の収入減少が見込まれる世帯

　　②に該当する場合の具体的な要件

　　　世帯主について

　　　⑴  事業収入や給与収入など、収入の種類ごとにみた収入のいずれかが、前年に比べ
て 30％以上減少する見込みであること。

　　　⑵ 前年の所得の合計が 1,000 万円以下であること
　　　⑶  収入減少が見込まれる種類の所得以外の所得について、前年の合計額が 400 万

円以下であること
　　　　 注）申請に当たっては収入を証明する書類が必要となります。

　　　　　　  後期高齢者医療保険については申請期限が令和 4 年 3 月 31 日までとなって

おりますのでご注意ください。

　　　　　　　　　　　　【問合せ先】

　　　　　　　 　　　　　役場町民税務課（税務地籍チーム）　☎ 65 － 3686
　　　　　　　　　　　　 　〃保健福祉課（介護保険チーム）　☎ 65 － 3685

対 象

28



運転手を募集します。
勤務内容：運転代行業務

募集人員：1名

勤務形態： 月の1日～5日、11日～15日、21日～25日の勤務で、

概ね19:30～24:00まで

待　　遇：売上に応じて（依頼がなかった場合は2,000円支給）

資　　格：普通自動車第一種運転免許

連 絡 先：光山運転代行（光山幸寛、0997-65-0985）
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）

住
所

有料広告

ありがとうございます
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石
川
県
加
賀
市

大
阪
府
高
槻
市

神
奈
川
県
横
浜
市

神
奈
川
県
大
和
市

宮
崎
　

理
恵

小
松
崎
　

淳

金
森
　

奈
央
子

福
田
　

艶

大
山
　

美
和
子

荻
野
　

晃
由

三
海
　

隆
幸

中
島
　

啓
輔

種
畑
　

昌
明

林
　

寿
和

小
田
　

健
介

松
本
　

航

藤
井
　

雅
章

武
居
　

正
史

久
田
　

富
吉

英
　

辰
次
郎

河
内
　

繁

池
田
　

昌
利

若
松
　

登
代

鈴
木
　

め
ぐ
み

森
田
　

健
一

北
原
　

幸
美

輝
　

一
芳

有
薗
　

祐
介

本
阿
彌
　

泰
治

田
場
　

剛

遠
藤
　

幸
裕

樋
口
　

昌
己

大
阪
府
泉
佐
野
市

大
阪
府
吹
田
市

埼
玉
県
朝
霞
市

千
葉
県
千
葉
市

神
奈
川
県
横
浜
市

広
島
県
広
島
市

北
海
道
札
幌
市

愛
知
県
名
古
屋
市

北
海
道
札
幌
市

兵
庫
県
神
戸
市

愛
知
県
岡
崎
市

愛
知
県
名
古
屋
市

広
島
県
福
山
市

兵
庫
県
神
戸
市

千
葉
県
市
川
市

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

新
潟
県
新
潟
市

兵
庫
県
神
戸
市

愛
知
県
名
古
屋
市

埼
玉
県
川
越
市

東
京
都
北
区

千
葉
県
八
千
代
市

大
阪
府
大
阪
市

東
京
都
あ
き
る
野
市

東
京
都
練
馬
区

千
葉
県
四
街
道
市

福
島
県
伊
達
市

千
葉
県
船
橋
市

東
京
都
調
布
市

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

兵
庫
県
神
戸
市

熊
本
県
熊
本
市

静
岡
県
長
泉
町

栃
木
県
宇
都
宮
市

姶
良
市

神
奈
川
県
厚
木
市

神
奈
川
県
厚
木
市

東
京
都
千
代
田
区

千
葉
県
流
山
市

埼
玉
県
所
沢
市

茨
城
県
水
戸
市

大
分
県
佐
伯
市

大
阪
府
豊
中
市

兵
庫
県
尼
崎
市

福
岡
県
久
留
米
市

宮
崎
県
三
股
町

曽
於
市

大
阪
府
和
泉
市

新
潟
県
新
潟
市

兵
庫
県
西
宮
市

福
岡
県
小
郡
市

東
京
都
北
区

熊
本
県
宇
城
市

東
京
都
品
川
区

広
島
県
広
島
市

大
阪
府
堺
市

東
京
都
目
黒
区

宮
澤
　

富
枝

小
森
　

駿
太
朗

村
田
　

啓
介

水
野
　

仁
人

池
本
　

雅
里

小
笠
原
　

聖
子

光
岡
　

信
昭

稲
崎
　

一
則

稲
崎
　

道
子

田
中
　

務

只
野
　

里
美

助
田
　

浩
子

桑
名
　

英
明

尾
石
　

則
明

濱
　

茂
則

柳
田
　

樹
也

緒
方
　

智
美

山
中
　

ル
ミ

前
原
　

誉
士
貴

阿
部
　

高
大

大
谷
　

裕
貴

吉
田
　

雄

喜
多
　

康
夫

砂
金
　

達

瀬
﨑
　

貴
之

落
合
　

真
澄

井
林
　

孝
二

邦
　

芳
雅

開
　

將
人
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（
敬
称
略
）

  

いつもニコニコ愛嬌たっぷりの斗音彩♡三度の飯より音楽が
好きで音楽が聞こえると踊らずにはいられません（笑）。可愛
い姿や仕草に癒されてます♡
　願いは沢山あるけど、健康で元気で居てくれる事が一番よ♡
　産まれてきてくれてありがとー♡愛してるよー♡

＊ 1 歳になりました＊

【塩道】【塩道】

（母 あすか）（母 あすか）

南　南　斗斗
と お いと お い

音彩音彩くんくん

喜界町の住民基本台帳人口
（令和４年１月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,745 戸（▲ 14）

人 口  ・・・・ 6,747 人（▲ 18）

男   ・・・・ 3,342 人（▲ 10）

女   ・・・・ 3,405 人（▲８）
（　）は前月比、▲はマイナス

※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
も
、

島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚
姻
届
・

出
生
届
・
死
亡
届
）
を
さ
れ
た

方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
さ
れ
ま

せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
町
民
税
務
課
戸
籍
係
（
☎

65
ー
３
６
８
７
）
へ
直
接
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

納付をお忘れなく！（1月）
【税】町県民税第 4 期・国民健康保

険税第 5 期・後期高齢者保険料 5 期・

介護保険料 5 期　1/31まで

【使用料】1月分上下水道道使用料・

公営住宅使用料・保育料　1/31まで

役場 1 階会計又はお近くの金融機関で納
めてください。納入はお早めに !!

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

  

氏　
　

名　

    

住
所

旭
　

隆
夫

郷
　

敏
子

松
田
　

克
仁

富
　

豊
一

富
　

照
枝

里
　

正
美

德
島
　

延
和

都
　

一
男

相
良
　

高
利

荒
木

湾川
嶺（
福
岡
県
在
住
）

上
嘉
鉄

上
嘉
鉄

浦
原

花
良
治

浦
原

荒
木

氏　
　

名　

   

（
年
齢
・
住
所
）

城
畑
　

和
久

郷
　

義
廣

松
田
　

イ
サ

富
　

豊
西

初
　

ホ
ヅ
エ

都
　

禮
子

德
島
　

守

（
71
才
・
花
良
治
）

（
81
才
・
湾
）

（
89
才
・
川
嶺
）

（
97
才
・
上
嘉
鉄
）

（
89
才
・
湾
）

（
84
才
・
浦
原
）

（
73
才
・
花
良
治
）

⿩
萌
葉
会
⿪

年
賀
状
姿
勢
正
し
て
筆
を
取
る 

あ
の
⼈
あ
の
⼈
顔
思
い
出
し
つつ

⾃
⽣
せ
し
芝㆙

ㆲ⽣
に
アマ
ナ
の
⽣ㆱ
え
盛
り 

可
憐
な
花
の
咲
き
て
⽬
を
引
く

ハỿ
ダ
ổ
と
格
闘
す
る
も
腰
痛
め 

病
院
通
い
歳
に
は
勝
て
ぬ

い
ま
夫ㆷ

ㆡ
㇌婦

囲
む
⼟
鍋
の
⼩
ぶ
り
な
り 

湯
気
の
向
こ
う
は
あ
の
⽇
の
家
族

⾊
づ
き
し
フ
ス
ổ
み
か
ん
は
数
知
れ
ず 

酸
味
残
し
つ
ド
レỿシン
グ
と
な
り

ピỿ
ク
イ
ổ
と
鸇ㇹ

ㇻ
㈔が

鳴
き
て
渡
り
来
し 

よ
う
や
く
島
の
冬
は
訪
れ
り

眠
る
時
離
れ
し
孫
の
⾒
る
夢
が 

気
が
か
り
な
り
て
寝
つ
け
ぬ
夜
は

美
代 

イシ

前
⽥ 

喜
代
美

⾼
⽥ 

エツミ

中
村 

ひ
ろ
え

島
崎 

久
代

叶  

啓
⼦

弘
岡 

稲
⼦

我
原
　

邑
純

嶺
倉
　

チ
ト
エ

樹
本
　

ト
ス
エ

佐
久
間
　

莊
市

星
野
　

陽
一

伊
藤
　

嘉
應

（
80
才
・
志
戸
桶
）

（
89
才
・
中
里
）

（
97
才
・
小
野
津
）

（
84
才
・
浦
原
）

（
87
才
・
早
町
）

（
46
才
・
花
良
治
）
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
.１

Ｖ
ｏｌ．６

５
５

〒
８
９
１
ー
６
２
９
２
　

☎
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１
　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
６

http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

くらしのカレンダーくらしのカレンダー
すこ・・・すこやかセンター
子育・・・子育て支援センター
コミ・・・役場コミュニティホール
トレ・・・役場トレーニング室
研修・・・役場研修室
診療・・・診療所

上記カレンダーの●については保健福祉課（65-3685）へ
●については図書館（65-0962）へお問い合わせください。

（令和４年２月１日～２月２８日迄）

■　

編　

集　

後　

記　

■

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
楽
し
み
に
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
誌
を
作
成
出
来
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

シ
マ
の
話
題
に
も
載
せ
ま
し
た
、
12
月
5
日
の
駅
伝
大
会
に
出
場

し
て
き
ま
し
た
。
1
年
く
ら
い
練
習
を
サ
ボ
っ
て
い
て
再
開
し
て
間

も
な
か
っ
た
の
で
、
行
く
予
定
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
会
1
週
間

前
に
監
督
（
上
司
）
か
ら
「
欠
員
出
た
か
ら
補
欠
な
」『
り
ょ
う
か

い
で
す
』。
気
持
ち
は
１
対
99
く
ら
い
の
割
合
で
補
欠
兼
広
報
と
し

て
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

で
、
4
日
の
出
発
3
時
間
前
に
監
督
か
ら
電
話
で
「
け
が
人
が

出
た
か
ら
選
手
な
」『
笑
。
り
ょ
う
か
い
で
す
』。

　

選
手
と
し
て
予
定
し
て
い
た
、
私
の
ふ
た
い
と
こ
君
が
大
会
2
日

前
に
何
か
で
足
首
捻
っ
て
、
歩
く
の
も
や
っ
と
か
っ
と
な
状
態
に
…
。

と
り
あ
え
ず
、
午
前
中
の
女
子
は
写
真
撮
っ
て
、
午
後
の
男
子
は
彼

に
カ
メ
ラ
を
預
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

個
人
結
果
は
区
間
最
下
位
…
…
仕
方
な
い
。

　

こ
の
大
会
は
、
奄
美
が
日
本
に
復
帰
し
た
5
年
後
の
昭
和
33
年

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
意
義
深
い
大
会
で
、
奄
美
５
島
を
持
ち
回
り

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
10
回
く
ら
い
出
場
し
て
ま
す
が
、
だ

い
た
い
毎
回
区
間
下
位
で
す
。
来
年
は
龍
郷
町
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
、
今
か
ら
練
習
頑
張
っ
て
、
少
し
で
も
良
い
タ
イ
ム
で
走
れ
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

練
習
で
き
る
環
境
に
感
謝
し
つ
つ
、
前
述
し
た
ふ
た
い
と
こ
君
は

群
島
で
も
名
の
知
れ
た
走
る
の
速
い
人
な
の
で
、
そ
れ
に
近
づ
け
る

よ
う
頑
張
っ
て
、〝（
故
）
常
吉
と
（
故
）
喜
彦
〝
の
兄
弟
リ
レ
ー
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
孫
が
実
現
さ
せ
る
み
た
い
な
こ
と
を
目
標
に
し
よ
う
か

な
と
改
め
て
思
っ
た
の
で
、
与
論
に
行
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

ご
く
少
数
し
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
内
々
な
内
容
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
令
和
４
年
の
初
回
号
は
以
上
で
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

あ
と
、
先
月
号
の
は
22
行
目
の
1
文
字
目
か
ら
右
斜
め
に
読
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。
文
末
に
変
換
し
て
答
え
の
せ
て
ま
す
♪

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

●特別資料整理
休館（～ 6 日）

6 7 8 9 10 11 12

●休館日 ●内科診療
（9 日まで）
【診療 8:30】

● 3 歳児健診
【役場】

建国記念の日
●古本市（～13日）

●おはなし会
（読み聞かせ・紙
芝居・ミニ映画）

【14:00】

13 14 15 16 17 18 19

●内科診療
（16 日まで）
【診療 8:30】

●休館日 ●早町小移動図
書館（低学年）

●乳児健診・1 歳
歯科相談

【すこ 13:00】

●子育て支援来館
（読み聞かせ・紙
芝居・ミニ映画）

【11:00】

●早町小移動図
書館（高学年）
●県栄養士会県
民公開講座（WEB）

【役場多目的13:30】

青少年育成の日
●おはなし会

（読み聞かせ・紙
芝居・ミニ映画）

【14:00】

20 21 22 23 24 25 26

家庭の日 ●休館日
●母子相談

【子育 11:00】

天皇誕生日 ●おはなし会
（読み聞かせ・紙
芝居・ミニ映画）

【14:00】

27 28
●内科診療

（3 月 2 日まで）
【診療 8:30】

●休館日

キビでつくった門松
（先山・石原さん宅）

お正月あれこれ
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